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研究の目 的
全国学力調査の結果をもとにして，さらにその一部を深く掘り下If.諸データーを分析し，英語指導
上の欠陥を見つけて，指導の参考に供しようとするものである。本稿では，発音と魯<Jの二つの菌に
特に注意を向けた。発音に関しては，ペーパーテス トをとおして，読めるかどうかを見，さらに聴覚安
ス卜 (Aural Perception Test)怒健施して，音の聞きわけの際の困難点を浮きぼりにしてみ
たいと考えた。また，書く力については，全国学力調査の問題が選択肢法であるのを，実際に書き換え
させ，問題も易しいものから，むずかしいものを各4間ずつ実施して，どの程度生徒たちが理解してい
るか，どういう誤りがあるかを明らかにしようと試みた。対象とな9た生徒は 100名である。
E 研究の方法と内容
全国学力詞査問題のうち，発音，くぎり，文強勢，長文読解，書き換えの問題をとりあげ，類似した
問題を作製しj 全国学力調釜をうけた同じ 10 0名の生徒に，テストを実施した。発音の面では，とれ
に，ロパート・ラドー (RobertLado)の 「日本人学生のための英語聴覚テストJ('Test of 
A u r a 1 P er c ep t i0n i n E n g 1 i s h -f 0 r J a p呂nese Students勺などを参考にして，
問題を作成し，前新潟アメリカ文化センター館長のアッ 乙/長フ fード氏 (Mr.T. Ashford)のご好
意でNa t u r aI S p e dで録音子市民に吹きこんでいただいたものを利用して，聴覚テストを加えた。
本来ならば，直接氏に行な、っていただくべきであったが，氏の多忙に加えて，試験会場が3かj訴にわか
れたので，やむをえず録音サ宅市グを使用した。
書く力の面では，一般疑問父，否定文，受身Xについてそれぞれやさしいものからむずかしいものを
各4問ずつ用意して，実際に書き換えをやってもらったの中には，中学生には少しむずかしいかと忠わ
れるものもはいっている。
なお，紙面の都合で，文強勢と長文読解は割愛した。
E 研究の結果とその考察
l 発音問題(その 1) ペー パーテストについて
調査問題
次の 1，2，3の( )内に示した単語の下線をひいた部分の発音を含む単語を，右側に示した文中
のア， イ.ウ，エ，オの中から一つずつ選んで，解答用紙のその記号をOで囲みなさい。
1 (pens) 主主主 斗主主主 t u 立~ her .Q rother・s picture 包♀主主
ア イ ウ ニE オ
2 (cold) The 主~.E....Q_旦よ旦旦主主♀立主主 the 主♀ふ
アイウエ オ
3 (think) Tom and Mary went there with their fath巴r and 
ア イウ
mother la5t month. 
エオ
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分析的問題
次の1， 2， 3， 也. 5の各詳の中に，下線の部分の発音が，他の語と異なるものが，それぞれ
一つずつあります。解答用紙のその記号をOで囲みなさい。
l ア note イ dog ウ open コニ horne オ hope 
Z ア wa 1 k イ c a 1 1 ウ boa t コニ ba 11 オ bought 
8 ア slngs イ 1 i k e s ウ thinks ニ乙 looks オ sinks 
4 ア good イ look ウ book コニ poo I オ foot 
5 ア s e t イ 町len ウ bed コこ head オ have 
表 1. 調査問題と分析的問題の応答分布
ア イ ヴ ヱL オ 無答 平均
急電 (1) ( z ) 2 7 51。12 
査 (2) (ou) 27 21 14 (。 17 。54 問 一一一… 'ー
!@ 題 (3) (.8) 15 ? 5 3 
分 (1) ( J) 1 7 @ 8 1 0 21 。..-一日・・一- . 
祈 立世話』 ι@10 321 2 一一一 一的 81 8 3 81 0 49 
間
ト一一一
五3
一 一 一一
(4) (u:) I 1 1 31 6 191 1 
題 ー 一ー一一一』一一一一一一ー (?J 3 (5) (比) I 1 0 101 9- 31 
!島」
0印は正答，数字は応答率(%)
?
「
?
?
?
?
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?
??
?
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?
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?
?
?
「?
?
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?
?
?
?
?
?
?
?
?
「
?
分
計 I1 314 6 1 2 911 2 1 00 
発音の問題は調音と聴取の二つの面から考える必要がある。調音を司べるにはいちいち実際に聞く
ことがいちばん確実であるが，そういうテストをするととは方法的に無理がある。 思春、取のテストは実
際に音をきかせて，その反応を見ればよい。しかしこれもくふうがいることである。ところで，ペー
パーテストでほかることは，文字を正しく読めるかどうかということであるが，この面は頭で知って
さえおれば，ペーパーテストには正答を与えられるのであるから，そのことが必ずしも発音が正しく
できるとか，正しく聞きとれるということにはならない。この点をじゅうぶん考慮にいれて問題を考
えなければならない。
(1) ( z)と(5) 
調査問題1ではpensの(z)が読めて，これと同じ発音をする brother'5を選ぶもので，
正答率は 73%であづた。分析的問題5では動詞の三人称単数現在の- 5が正しく読めるかどうか
をみようとしたもので，正答はアの singsで，正答率は73%であづた。どちらの問題もできた
ものが59%で，どちらか一方ができたものが28%であづた。練習をとおして，所有絡の包，名
詞の複数の- s，動詞の三人称単数現在の-sの発音を確実につかませるととがたいせつである。
又一つ一つの単語の発音も正確に覚えさせることがたいせつで，誤った発音を覚えこんでしまうと，
矯正するのがたいへんである。
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(2) (0 U)と (，J : )と(:J)
調査問題2では coldの (0U)が読めて. openを選ぶもので，正答率は21%.分析的問
題2でも(0 1I)と(J : )の区別の正答率は20%ときわめて低い。 分析的問題1の (0U)と
(J)の区別の場合も 44%と低い。三つの問題を比較してみると， 三っともできたものわずか4
%.二つできたもの20%，一つできたもの 34%となった。
新潟県人は長岡の一部の老人を除いて「オク」という音が非常にむずかししたいてい「オーJ
でまにあわせている。 ζの事実が大きく影響していると思われる。調査問題でboy，分析的問題で
はwa1 k， bough tを選んでいるものが比較的多いことはこのことを示しているといえよう。
(J)と(0 u)の区別は(D : ).と (0u)の区別ほどにはむずかしくない。それにしても，
(ou) (.?:) (JJの区別は，単語や文をとおして練習して，身につけさせる必要がある。
Aural Perception Testの結果をあわせて考えてみよう。
とのテストでは(J : )と〔υu)の区別は単語と文の場合とではそれぞれ84%と67%の正
答率であり， ( .J)と (0u Jの区別はそれぞれ93%と72%となづた。(なおア〆ν云フォー
ド氏の (.?Jの発音は (JJではなくて， (α〕であψ た。)ペーパーテストとの結果と比較して
みると次の表のようになる。ペーパーテストで全然できなかづたもの 44%中42%はAural
PercePtion Testではニつ以上の正答であり，四つ全部できたものがf7%もあることは
興味深い。穏覚だけをとらえて考えれば，大部分は訓練しだいでかなりよくなることがじ呼うぶん
察せられる。文字と関連づけて意識的にじゅうぶんに練習する必要がある。
表3.
，、u、
ノ、. 
プ
ス
Aural perception Test 〈備考) Aural perception Testの問題は次のとお
正答数 4 3 2 。計 り。
3 2 2 。。。4 
2 10 8 3 。。21 bough t H e b 0u g h t a. n ew b a 11. 
15 10 4 2 。31 boat He bought a new bowl. 。1 7 15 1 0 44 
計 44 35 1 7 5 100 hop e 1 w 0 n't w 0 r k， 
h op 1 want work， 
(3) (9 Jと0)
調査問題5ではth i nkの (9)が読めて， monthを選ぶのであるが， 6 7 0/0の正答率であっ
た。この問題は thー を正確に読めるかどうかをみる開局である。文字から判断すれば， t hを(5)
とか(z)と誤ることはありえない。 thの発音は (8)か 0)しかないからである。ただこの
音が日本語にないため正確に (e)なり(dJの発音や聴取ができるかどうかは，観念的に知って
いるといPこととは別問題である。筆者の経験では，英語が非績に好きで，読解力もある生徒が，具
体的に発音を習っていなかったばかりに，聴取も発音もできなかった例をみている。じゅうぶんに
訓練する必要がある。又 (8)と(d')の区別では，一つ一つ単語を確実に覚えこませることがた
いせつである。
Au r a 1 P e rc e p ti 0n T e 5 tにあらわれた(5J と(9)および(z)と〔才〕の関係を
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参考までに，こhにのせてみると， (寸 と (6)の区別は単語と文ではそれぞれ63%と83%，
〔す〕と(z)ではそれぞれ63%と52%であった。 (s) (8) (z) ，(す〕の識別を四っと
も全部できたものはわずかに4%， (8)と (s)の両方ともできたもの 23%， (託〕と(z) 
では両方できたもの 15%と非滑に少なかづた。 minimal pairs t'echniqueをつかって
徹底させることがたいせつである。
ただし， Aural Perception Testの問題は次のとおりである。
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4， (H e i s t e t h i n g. 
~ H e i s t e e t h i ng. 
l H e i s t e a s i n g.
(4) (u:) と cu) 
分析的院題4で取りあげてみたが，正答は po01で6'0%の正答率があった。， (u":)と(uJ 
の発音にあっては，たいせつなのはとれらの相違が音の長短にはな〈て，それぞれ異質のものであ
るという点にるる。 策発=司lw][u] は口唇を丸くしなければならないので，この点をじゅうぶ
んに注意して練習させる必要がある。
参考までに次にAuralPerception Testの結果ものせておくと，単語のできたもの 46 
4も，文のできたもの 48%，両方できたもの 42%であった。 ベーパーテストとの関係は右の表の
とおりで，ベーパーテストもAural Perception 1、es tも両方全部できたものはわずか29
%しかない。 他の場合もそうであるが，ペ パーテストとAuralPerception Testの結
呆とはあまり相関性がない。いいかえると録音テープなり νコー ドなりによる訓練，またminimal
pairs techniqueなどを利用しての，発音練習がじゅうぶんなされていないというととで
あろう。発音を感覚的に具体的にと らえさせる ことが必要である。
表 4
Aural Perception Test 
，、"、 E 答数 2 1 。
2、. 29 26 4 5ヲ
ア 。 13 22 6 41 
ス
計 43 1 0 100 
(備考) Aural Perception Testの問題は次の
とおり。
pool I d 0 n' t 1 i k e t h i s s ui: t.
p ul 1 1 don't like this 500t. 
(5) (e)と 〔必〕
分析的民題5では(e Jと 〔淀〕 の区別の問題であるが，正答はオで正答率は38%と低い。
〔訴さ〕はとかく日本人にとっては，日本語の 「エ」にひきつけられる可能性がある。たとえば
haveは (h.:evJでなくて， (hev)となり，どんな所にでできても (he v Jとキる生徒が多
い。正答率の低いことはこのことを実証していると思われる。いったん誤って覚えとむと，矯正す
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るのがたいへんでぬるから，始めから注意を払与て教える必要がある。
Aural Perception Testの結果とペ パーテストの結果との関連は表5のようになる。
両方できたものわずか12%と非業に少な骨、ペーパーテス トが DでAural Perception Test 
が2あるいは 1のもの.それぞれ130/， 31%となっていて，関連性はあまりない。
表5
Aural Perception Test 
，、‘占
正答数 2 G 計
ノ、. 12 21 5 38 
ト一一一ー
ア 。 13 31 18 62 
ス F一一ーー 一一計 25 52 23 100 
(備考) Aural Perception Testの問題は次の
とおり。
1. " me n 
l町lan
lπle n 
?
?
??????? ?
?
??
??
?
??
? ?
， 、
? ? ?
、
??
B 発音問題(その 2)Aural Perception Testについて
分析的問題
この問題は「筒きわけ」の力をためす問題です。 1番から 17悉
までは単語について， 1 8番から:')6審までは文について行ないま
す。各問題はそれぞれ三つずつ組になっていて， その中から他の二
つと違う発音のものを選び出してください。答は解答欄の該当する J
所にOF!Jをつけて くーださい。
例題1 イ heat O1J題 2. イ Th i s c 0 t i s b i g. 
ロ hi t 
ノ、 hi t 
ロ This cot i s b i g. 
ノ、 This coat i s b i g. 
18 イ He b e a t h i s d 0 g. 
ロ He b i t h i 5 d 0 g. 
ハ He b i t h i s d 0 g. 
1虫イ 1 don' t like this pin 
ロ 1 dorf t like this pi凡
ノ¥ 1 d 0 rl t like this pe凡
1 イ Jeave
ロ 1i ve 
ハ 1i ve 
2.イ kn i t 
ロ kni t 
ノ、 net
5 イ men 20.ィ Gi ve me a p e n.
ロ Gi v e m e a p a n. 口町lan 
ノ、 men ハ Giveme a pe凡
4 イ wait 21.イ 1 h a v e a d a t e.
ロ 1 h a v e a d e b t. 
ハ 1 h a v e a d e b t.
ロ wet 
ノ、 wet
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解答櫛 (0印は疋答を示す。)
例題・1.<1)ロノ、 例題2.イロθ
1. g)ロノ、 1 8. g)ロハ
2 イロG 1守. イロの
3 イ@ハ 2 0 イ@ハ
4. g)ロハ 2 1. のログ
5. イ@ノ、 2 2. イ⑪ハ
6 イ@ノ、 23. イ@ハ
7‘ @ロハ 2 4. <1)ロハ
8. イ@ハ 2 5 イ⑤ハ
て2 イロの 26. イロの
1 O. イ@ハ 2 7. イ@ハ
1 1.イ@ハ 28. イ@ハ
1 2 ④ロノ、 主守:<1)ロハ
1 3 イロの 3 O. イロの
1 4. イ@ノ、 3 1. イ@ハ
1 5. g)ロハ 3 2. <1)ロハ
1 6 イ@ハ . 3 3. イ@ノ、
1 7. <1)ロハ 3 4. (j)ロハ
35. oロハ
36. イロθ
(注) アッ乙ノュフォード氏の
{7'1J題2の C0 t. 8番のhυt• 
2 5番のdυck. 1 0番のhop
5.イ bi r d 
ロ bud
ノ、 bird
6.イ he:1 r d 
ロ hard
ノ、 he a rd 
スイ cat
ロ cut
ノ、 cut
8.イ hut
ロ hot
ハ hu t 
呪イ bought
ロ bought
ノ、 boat
10.イ hop 
ロ hope
ノ、 hop
1 1イ pu 1I 
ロ pool
ノ、 pull
12目イ sing 
ロ thing
ノ、 thing
22 イ She looks at the gi rl. 
ロ She looks at the gull. 
ノ、 Sh巴 looks elt the girl. 
23.イ He i s a p e r sυn. 
ロ He i s a p a rs 0 n. 
ハ He is a person. 
24 イ This hat i s g 0 od. 
ロ Thi s h u t i s gυod. 
ハ Thi s h u t i s g 00 d. 
25.イ L0 0 k a t t h e d uc k. 
ロ Look at the dock. 
ノ、 L00 k a t t h e d u c k. 
26 イ He bりught a new ball. 
ロ He bough t a new ba 11. 
ハ He bought a new bowl. 
27.イ 1 want work. 
ロ 1 won' t work. 
ハ 1 want wυr k. 
28.イ rd 0 n' t 1 i k e t h i s S 00 t. 
ロ 1 d 0 n' t 1 i k e t h i s s ui t. 
ノ、 1 d 0 n' t 1 i k e th i s S 0 0 t. 
2玖イ 1 c a n't s i n k h e r e. 
ロ 1 c a r{ t t hi n k h e r e.
ノ、 1 c a r{t t hi n k h e r e.
13.イ clothing 30 イ He i s t e t h i n g.
ロ clothing ロ He is teething. 
ハ ιlυsing ハ He i s t e a s in g.
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2 7番のwantの中のそれぞれ
の [JJの発音は，むしろ〔α〕
に近かった。
14.イ ri c巴
ロ 1i c e 
ノ、 r1 C e 
15.イ very
ロ ber r y 
ノ、 berry
16.イ f e e t
ロ heat
ノ、 f巴巴 t
1ヱイ 5he 
ロ 5ee
ノ、 see
31.イ This is f'ight. 
ロ Thi s i 5 1 i g h t.
ハ 1‘his is right. 
32.イ Voting i5 interestin~ 
ロ Buating i5 intere5tin~ 
ノ、 Buating is intere5tin~ 
33.イ Thi s f a 1 1 i 5 wu nd e r fu 1. 
ロ This hal1 is wonderful. 
ハ Thi s f a 1 1 i s wo n d e r f ul. 
34.イI-Ie takes a 5hip. 
ロ He t a k e 5 a 5 i P. 
ハ He t a k e s a s i P. 
35 イ rt wa s n't s u 1 0 vに
ロ 1t wa 5 n't 5 1 uw. 
ハ 1t wa s n't s 1 uw. 
36.イ We always pa5se~ 
ロ We a 1 wa y s p a s s e d. 
ハ We a 1 wa y s p a s s i t.
表6. A u r a1 P e r ce p t i u n T e5 tの正答率
番 +d 4 18 2 19 5 20 4 21 5 
正 答率悦) 91 61 75 る?64 37 87 61 90 56 
単語と文全の正各答組割合φ) 
わせ完
56 53 25 54 53 
備 考 (i :J一(iJ[ i)ー[e)( e)ー〔均 (e iJー [eJU:j :Jー [AJ 
9 26 1 0 27 1 1 28 12 29 13 30 14 3 1 15 32 
84 ι7 93 86 48 40 60 30 42 23 21 40 52 
57 69 43 23 15 7 19 
(8 :J一(uu〔α]一 (uゆ[ uJ一(u:J ( 5)-[13) [ z)ーm( r)一[1) (bJ一[vJ
- 195 -
23 7 24 8 25 
91 67 92 86 14 28 
62 81 5 
〔θ:Jー 〔α:J伊〕ー (^) 人〕ー (α〕
16 33 1 7 34 35 36 
21 20 53 ι7 54 93 
4 25 53 
[f)ー (1) [ 5Jー(iJjuncture の陵題
ここで行なった調査は音aの違いをききわけられるかどうかを調べたものであって，この結梨から，
すぐに「との発音がき 』とれるのだから，意味もわかる」とはならない。練習をとおして，少しでも
そうなるようにするのが英語教師の役目であ為う。そのためには教師の方でじゅうぶんに生徒の困難
点を理解する必要があり， その困難点がどこからきているかを検討し，よく指導することがたいせつ
である。
表るから見ると，単語だけを取りあげた場合， (i:)と(i). C~ : ) と〔八) ， (.，i:)と
〔α:)， ωと〕 と 〔八). (α〕と (0U)はそれぞれ90%以上の好成績をあげている。ついで
(e i)と (e)， (j:)と(0 uJ， (u:)と (uJが 80%以上とよい成績であったが，母
音では〔八〕と 〔α)がよく なかった。母音の〔α〕はあるいは教室で練習しない， 同:新しい音で，
とまどっ‘てこういう結果になったのかもしれない。もしこれが〔α〕でなく て (J)であったらもっ
とよかったであろう。それにしても〔八〕と (a)の区別がこんなにもできないものが多いのは意外
であった。
子音の方は， ζ 』で取り上げた (s)と (9)，(z) と 〔ま). ( r )と (1)， (b)と(v)， 
(f)と (h)， (s)と())はどれもよ くない。これらの子音はいずれも旬本人の苦手とする音
であるが，筆者の経験では，少しド3ノレをやれば，かなりよくなるもので砂じゅうぶんに練習させて
ほしいものである。
ところで，文の方を見ると，単語より結呆がよくないことは，当然推測されるところであるが，そ
れにしても〔八〕と〔α〕が28%にあがっているのと， (必〕と 〔八 〕カ"ü6~ となっているのを除い
ては.母音では全体に大巾に成績がさがりすぎている。子音では(s)と (e)， (z)と〔す)， 
( b)と (vJがそれぞれよくなっているが， 至IJ底満足すべきものではないの
まして，単語と文との各組合わせの完全正答率を調べてみると υ乙〕と(八〕の81%を除いて，い
ずれも大いに練習の必要を痛感させられる。特に(e)と(ぷ〕の 25%，(s)と〔δ〕の23%，(z) 
と〔才〕の 15%，(r Jと(J)の7払(b)と (¥')の 19%， (f)と (h)の4%.(s Jと(p
の25%等は，録音テープやレコードを利用し， minimal pairs techniqueによる練習で
徹底する必要がある。発音のしかただけではいけないのであって，実際に発音させ， 1:できかせて，
具体的につかませることがたいせつである。 なお〔八〕と〔α〕の5%についても，( a)は米音だか
ら，やる必要ー はないというものではなく，特に新潟県内ではむしろアメリカ人と接することのほうが
多いのであるから，きく .同:くらいはもたせることが必要であろうc
Junctureの問題ではs1 owと80 Iυwの区別および， passedとpass itの区別がで
きるかどうかであづたが， p a s e d (p a : s t)とpa s s i t (p a : s i t)はpass i tがテー
プにあま りにもはっきりはいっているので，できて当然であった。 Junctureはききとる際に非常
に大切なもの・であるととはいうまでもない。
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表ス ペーパーテストとAural Perc色ptionTestの正答数の関係
子戸二I引了2但1(!;1r川[f1Irl:!j口[l1Jj:i1
(υ一ιトι刊三に己一JlI4l1町川間刊I村1川~引1 1(Ul l:1l  iJlil:1[山叫山山山拙刊山山叫i1t引川(liI川;jjiH~川11I1|ll:1j(1 」Il1川l川(([ι 川
:i;l--ナて 十什市，1:1:1:121:1:1'1，1'111 i I十 件世
「J14山UIIljjJJll:。JololJJi出
表8‘ ペーパーテストの疋答数とAural Perception Testの完全正答組数の関係
J、u、
ノ司
プ
ス
-ト
Aural PerじeptionT巴St 
13112;110 9 i 8 1 7 I6 i 5 I 4 i3 I2 I1 I0 1 計8 2 
7 2 3 
よ
8 
も 3 3 5 2 14 
5 3 4 I 1 2 13 
d 2 4 5 1 1 5 4 2 3 2 5 4 5 18 
2 5 2_ j1 I 1 0
1ト1112 1 0
L!_j 。 3 
E十 1 0141014112!1420 13 !1 5 8 5 d 1 ' 2 I 10  
(ff) 級とは語と父の対応した組合わせをさす。
次にペーパーアストの結果と合わせて，個人別に見てみると上の表7，表8のようになる。
こうしてみると，ペーパーテストの結果とAural Perception 1、巴stの結果の|習には相関
はあまりみられない。このことは音識別と spellingの関係が相関を欠いているということであっ
て，音識別ができるからといってそれが， spellingをみてすぐ読めるとか，きいてすぐ，
spell ingと結びつけて考えらーれるということにはならないのであって，またspellingをみて
すぐその発音ができるとか，その発音をさいてわかるといヨことに結びついてはいかないのである。
このことは明かにドリルの不足をものがたるものであって，徹底したドリルをとおして， 生徒が耳で
ささわけられる音とspellingの院係をしっかりつかまえ られるように借導してほしいものである。
発音指導にあたっては，教師自身が英語の sound systemと日本語の sOlnd systemを比
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較して，およその日本人が英語学習にあたっての困難点を予測し，そして教室にあってはさらに個々
の具体的な事例に応じた指導をしなければならない。行きあたりばったりの発音指導であってはなら
ないことはいうまでもないことであり，また，授業をとおしてたえず生徒の発音に注意し，そのつど
訓練してい〈 ことがたいせつである。その場合，生徒に示す te a c h e r'5 m 0 d巴1 prunun-
ciationにおいては，教師自身，たえざる練習をとおして，できるだけ phonetically
accurate soundを示すべきであり，生徒の発音に対しては.ph υneticallyaccu-
r a t eに近ければ近いほどよいけれども，phonemi ca lly accurateであればよいとする克
容がほしい。もちろん一度覚えこんだものを矯正することは，初めて覚えこませるよりもむずかしい
ことであ って，できるだけ正確に覚えとませることが必要なことはいうまでもない。同時に個々の発
音だけでなく，一連の発音環境の中の発音，すなわち，広い意味での intoniltionを加えた文の
中での発音をつかませるととはいっそうたいせつであって，そういう面でのproductionと
receptlonのじゅうぶんな練習が望まれる。そしてわれわれは読もが経験するところであるが，
一人の人の発音にだけ慣れてしまうと.少しでも巡った発音をきくと，もうわからなくなることがあ
るが，録音テープ，レコード，ラジオ，テレピによって，種々の発音に慣れさせ.p h 0 n em i c a 1 1 y 
the same soundsをしっかりと らえさせねばならない。
8 くぎりの問題
調奇問題
次の1，当， 3の文を， 1 tJ・所だけ，くぎって読むとすれば，どこでくぎりますか。くぎるとと
ろを， ア， イ， ゥ，ェ，オの斗iから一つずつ選んで，f!Jl1-答用紙のその記号をOで囲みなさい。
1 We are going to play b品目hilll next Sunday. 
アイ ウ エオ
日 1 do not think that it will be fine tomoτr ow. 
ア イウ エオ
3 All the boys and girls of this sιh 001 a r e ve r y k i nd. 
アイウ エオ
分析的問題
次の 1 ， ~ 2 ， 3， 4， 5の文を. 1か所だけくぎって読むとすれば，どこでくぎりますか。〈ぎ
るiJをア， イ，ウ，エ，オの中から一つずつ泌んで，解答用紙のその記号をOで阻みなさい。
1 A f te r t h e b iI1 1 g a me w c h a d S 0m e t e a. 
ア P イ ウ エオ
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2 He c ome s t 0 school wi th us every day. 
アイ ウ エオ
3 The capital oi the United States of America is Washington. 
アイ ウ エオ
4.， The best thing to do now is to start at once. 
アイウ エ オ
5 Th c f i r st m a n t ha t 1 s訂w there was Mr. Smi th. 
ア イウ エオ
表? 調査問題と分析的問題についての応答分析 表 10_ 両問題の正答数の関係
ア イ ウ ヱニ オ 無答 平均 調 査 問 題
調 2 13 7 ιz 。
トー 一一一査 2 2 私立J 28 E 2 。問 ー-ー 一一 --- ・ー
:~-__!~_2J- LL~---~~ 
介 5 申百一一 一題 3 21 3 37 む〉 5 。 析 4 5 -・ ・圃・・ 酬輔申~-晶画d
分
5 4 む) 5 2 
ヤー 一ー一一ヤ一一ーー
逗註祈 2 5 6 60 。トー 一一一 「σ的 5 17 7 28 3 2 -39 
3 5 
的
2 3 
間
2 
間 ι 23 24 ③ 7 15 5 題 C 
題 5 76 3 3 \1 司~、J 6 2 計 151471301 8 1 100 
0印は正答 I
数字は応答率(%)
くぎりというのは文法関係を明らかにして，意味を相手にはっきり伝えるために音を一時的に休止
させることをいう。そしてとのよ うな文法的休止，二つの閣の音の連続を特に sense grυupとい
うことがある。 両方の問題をとおして，正答率は低い。分析的問題 1および調査問題 1と2を除いて
は問屈にならない。とかく生徒は一語一語きって読みがちであるが. chorus readingキ3
individual readingでたえず注意して. breath gruupをつかませる必要がある。
hr巴ath groupがつかめていないということは文の構造がつかめていないことでもあるから，単
に読めばよいというのではなくて. sense uni tをとらえて読む読み方をつかませることがたい
せつである。 /
① 分析的問題 1では after the ball gameが一つの sense unltそなし，このあとで
されるわけであるが，正答率は35%と高い。文頒にある af t e rなどに導かれる句はよくつかまえ
られていると忠われ~o
@ 詞企問題 1と分析的肘l越2では be gfing to _.， とplay baseballはよく繰醤されて
知 っているからであろうか，調金問題ではJE谷."容が77 %と比較的よいが，分析的問地ではcυmes
t 0 Sιhoυlはまとまっ たものとしてよく知っているのであるうが，正答率は31 %と よくなか
った。とれは録音テープやレコードで，読みの練習のときに.breath groupごとにさって行
なうが，よく .H e c ome s t 0 sじhoolとwith usとevery dayときるからではない
だろうか。誤答クが多かったのはこのことを示しているように忠われる。これは，文全体をとおし
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ての機成要素のは握がじゅうぶんでないことを示している。 Fr i e sによれば，英語の文けいくつ
かの勝進の層 (layers nf st ru ctur~ から成り立っていて， どの府も普通二つの直接構
成要素(i mme d i a t e c 0 ns t i t u en t s )から成りたっている。この原則に従って文を分析
していけば二つの直援椛成主主紫からなるいくつかの修飾層がら成立することがわかり，文の精進が
理解し干すくなる。したがってこの I-C分析はまた breath groupを見つけるのにも役立つ
のであって，上の文の場合 1か所できるとすれば， ウできるよか，もオできるほ・5が妥当であるζと
がよくわかるのである。しかし直接構成要素分析 (1-C分析)と breath groupが必ずしも
全部一致するとは限らないので，その点breath groupに関する規則などを客考にして徹底を
はからなければならない。
③ 調査問題2ではイが正答で60%のE答率を得ている。次いで誤答クが多いのは，在意しなけれ
ばならない。会話などの場合， 1 think thatといって，くぎってしまう ととは多いが，これ
は次にくる言葉を考えているためであって，普通は接続詞と従位節の聞はくぎってはならないので
ある。生徒はth a tはよく知っているため，t h a tまでし、っきに読んでしまいがちであるからじ争
うぶんに注意しなければならない。
ぬ 調査問題 3と分析的閉鎖 3ではそれぞれ34%， 41%という正答率であった。長い主部がきた
場合，そのすぐあとにくぎりがくるのであるが，日ごー 答率は低かった。それぞれの誤答のク，ア，ク
司ピ見てみると，前置詞の前にpauseがきていて，小さいsense groupはよくつかんでいるが，
さらに大きい締造の庖がつかめていないことを示している。生徒は少し複雑になるとわからなくな
る。 [-C分析等はこの場合，有効であるから，利用して徹底をはからねばならない。
⑤ 分析的問題4と5
分析的問題は番号を追っていくにしたがって後維になっているので，正答率が下がっていく の防
当然考えられるととであるが，それにしても 29%と10%は低すぎる。これf:tj修飾構造がよくつ
かめていないからに他ならない。 Aではア，イ，オの誤答が多いのは小さいscnse groupf:tよ
くは握しているが，より大きいsense unitはつかめていないことを示しているo 5について
も同じことがいえ，誤答アが多かったのは縫察されるが， この文の場合げそれよりもさらに大さい
構造の層があるのであって，これがつかまれなければいけないわけである。とういう文章同三年生
にもなれば関係代名刺椛文としてよく出てくるので， じゅうぶんにこうした修飾傍造似つかまれて
いなければならない。 I-C分析やsubstitutiυn d r i 1 1が有効である。
@ Aural Perceptiυn TestのJunctureとペーパーテスト1)関係について。
問題は次のとおりである。
了1t wa s r{t s 0 1 ow. (We a 1 wa y S P a ss ed. 
35 {Itwasn't slow. 36 !Wealwayspas5ed. 
11 t wasr{ t s)ow. 1 We always pass i t.
正答率はそれぞれ54%と93%であった。もっとも 36番の場合は非嵐・にはっきりしていたの
で，1ヰ:が正常であるなら，必ず疋答できるといっても，過言ではない。父35番にしても，かな.り
はっきりしていたので， 54%の正答率は低すぎると思われる。文を読むときに，Junctureは
たいせつなものであって，じゅうぶんに指導する必要がある。筆者は以前，全然きかせたことのな
い炎文をnaturill speedできかせて宙きとらせたととがあったが，結朱は全然問題にならな
かった。たとえばHe went to Paris when he was a bυy. /h i wen t o 
p~r i s I hweni W.JZ，J b6i/では「ホエニワグJ( w h e n h e wa s a)はどんな単語
('{)かと錯覚をおこすようなわけである。さき吹り紋醤がいかに大切かを痛感した次第であった。
またフJレプライト交換教官として新潟大学教育学部附属中学校に来られたMr.Ma tsuedaが，
一つ一つの発音も大切であるが，hearingの練習はもっとたいせつだといわれたのを覚えている。 an
a imなのか日 namcなのか，きいて区別できなければj&し方がない。As品imilat ionも考慮、にいれて，
附j‘惇がなされることが'3!.;i ~しろ。- 200ー
ペーパーテユ卜とAural Perc.eption TestのAe-数の関係は次のとおりである。
表 11 
区正 ，、ー、 ー ノえ ーテス答数 8 7 6 5 4 J ヲ 。 計
2 。 4 3 10 1 0 1 1 1 2 3 。 53 
|プト .ー
ラ乙/ 5 6 6 14 7 。 39 
)1/3 一ー
-ン 。。。。 る 。2 2 。 8 
ノ、，. 
|テ 5 も 19 16 27 21 5 。1 00 
4 'lきく問題
調食問題
次の 1， 2， 3の文をもとにして， [ )内のさしずにしたがって文を替かせたら， ァ，イ，ウ，
エ，オのE.とおりができました。 ア，イ， つ，ヱ，オの中から，それぞれ正しい文を一つずつ選んで，
解答用紙のその記号をOで阻みなさい。
1 S h e w ， 0 t e a 1 e tt r 1 a s t S u !1 d a y.
(1.・ しーなかった。」という過去の否定の文に書きかえよ。〕
ア She wrotc not a 1巴tter last Suaday. 
イ Shc diu ilut writes a letter. last Sunday. 
ウ She was not write a leti:cr last Sunday. 
エ She did not wrote a letter last Sunday. 
オ Shc did not write a letter 1a5t Sunday. 
2 T om m a d e t h i s c.h a i r • 
(ï …-怯ぃーされた。」という過去の受け身の~の文に書きかえよ。〕
ア This cl1air made by TO:11. 
イ 1'his chai r wcre made by '1・0:11.
つ This c.hair was madc by 1'0:11. 
エ Th i s w e r C 111:1 d e c h a ir b y '1、om.
オ Thi s wa s mad巴仁hair by Tum. 
3 1 found it under my desk. 
〔上の文が答えになるIJ]いの文をつくれ。〕
ァ Whe r e d i d y 0u f i n d t h e ba 1 1 '{ 
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イ Did you not find the balJ und巳r your desk? 
っ When d i d y 0 u f in d t h c b aI I ? 
エ Did you find the bal 1 under yo"r desk? 
オ Why did you find the ball? 
分析的問題
t 
次の四つの文を，それぞれ否定文にしなさい。
1 He i s an Amer ican. boy. 
2 r made a box yes terda~ 
3 He wi I 1 go to Tokyo tomorrow. 
4 She has finished her home work. 
次の四つの:x.をそれぞれ聞いの文にしなさい。
1 He is kind. 
2 He goes to schooJ every day. 
3 She can pJay the piano. 
4， The house whic:h stands over there is his. 
次の四つの文をそれぞれ受身の文にしなさい。
1 Jim wrote the letter. 
2 People speak EngJish in Americ.a. 
3 Tom has broken the window， 
4 Yuu can read this book. 
表 12 調査問題の応答分布 表 13 分析的問題正答率
--ア イ ヴ コニ オ --- 2 過去の否定文 8 18 1 7 1 1 をり 否定文 82 32 
受身の文 ? 5 そり 4 1 疑問文 61 46 
疑 間 文￡三~ 5 41 6 受身文 34 6 
0印は正答 数字は正答率(係)
数字は応答容量(%)
3 4 
67 69 
54 13 
4 1 1 I 
調査問題では各五つの選択肢の内から一つの正解を選ぶもので巧の確率であった。分析的問題では実
際に警カミせたら，どのような結果が得られるか，はたしてどの程度まで，それぞれの事項が理解されて
いるか，基本的なものから，後維なものへ四つずつ問題をつくって解答してもらった。次に調査問題と
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関連づけて， 分析的問題を項目ごとに検討してみよう。
(1) 否定文の場合
調査問題の場合はShewrote a letter last Sunday. の過去の否定文をつ
くるわけで ， She did not writc a lcttcr last Sunday. が正答とな
る。ところが， did not wr itesがでたり， W :JS not wroteがでたり， di d 
not wroteがでたりしている。分析的問題の否定文の場合をみてみようc
① He is an Americ.an boy. 
答はHe i S 00 t (i s n' t) a n Ame r i c:an b 0 y .で正答率は82φであった。
その他の応答は次のとおりである。
考IVirfC ヨL立a 文 誤答敬 備 考
1¥ 
No， he isn' t an Americ.an boy， 
No， h e i s n't. 
Js he not an Americ:an bOYl 1 
質問の意味を取り違えたらしい。
Js he an American boy. 2 
He does no t an Amer i c.an boy. does を誤って使っている。
He is an not Americ.an boy. 1 
)釧わ泊。てむなbHe is an American boy? 2 
Hc was boy an Amcric:an boy. 
The i t me boys a bomsgi r 1. 
)で山…しもの。Americ:an boy. 1 
@ He made a box yesteday. 
答は He did not (didn' t) make a box yesterday.で正答率は32%で，
調査問題の正答率司 6%に比し少なかった。
誤 答 父 誤答数 備 考
J did not made a box yesterday. 3 1同tJ・動詞doを使った場合，次に原形
N 0， 1 d i d no t ma d e a b 0x ye s t e r d a y . 定詞がくることがじゅうぶんにわっていない。
1 did not a make box yestcrday. aの位置?
1 dor~ l make a box yesterday. 2 doの過去の形がはっきりわかってしない
1 dorr t made a box ye"sterday. 7 doを使っていながら，使い方をよ
〈心得ていない。
1 did meak a box yeste写day. makcをmea[<と思っているらしい
r made not (a) box yesterday. 28 be動詞や助動詞の場合と岡山こ考え
ている。
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誤 答 文 誤答数 備 考
J ma de (me d) a not box yesterday. 5 
1 made a box yesterday. 2 〉全然わかっていない。
Ar e you mad巴 a box yesterday. 
I mad巴 was the box. 
J not made a box yesterday. 本動詞の前tこnotをおくものと理解して
いるのであろう。
1 made do not a box. 
1 made did not a box. 
} d 0の佼い方をよ〈理解していなし、。
tomorrow. Tokyo to go w i 1 1 He ① 
tomorrow. で正答率は己 7係であった。1'okyo to go no t (woo' t) w i 11 He 答は
考備誤答数文答
?
質問の意味の取りちがえか。to Tokyo go not w i 1 1 he No， 
tornorrυW. 
を使っている。be Tol;:yo to go be not will He 
t omor r ow. 
Tokyo to go not h e Will 
tomorrow. 
bcを使っている。
notの位置がわかっていない。
?????
?
?
?
?
?
Tokyo to go not be wi 11 He 
tomorrow. 
1'okyo tu not go w i 1 1 He 
tomorrow. 
2 Tokyo not to go He w i 11 
tomorrow. 
1、oky0 w i 1 1 He 
wi 11 が助動詞であるととがわかっ
ていないと思われる。 doを使って
し、る。
??
? ?
、
?
?
tomorrow. 
to go no t 
3 1'okyo 
tomorrow. 
to go 
妙
doesn't wjll 1-le 
1'okyo to go w i 1 1 d on' t He 
tomorro丸N.
Tokyo to go wi J I d i d n' t He 
t omor r ow. 
}鍬わかっていない。
tomorrow. 
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t omo r r 0、1，
tomorrow. 
Tokyo 
Tokyo 
Tokyo 
to go 
to 
w i 1 1 
go 
hasll' t 
1 S 
wi 1 1 
This 
He 
He 
幸ロ7田て 空L立J 文 誤答数 備 考
WiJl he go to Tokyo tomorrow. 
Wi )1 go to Tokyo tomorrow. 
He was to wijll go to Tokyo 
t 0汀10r r ow 
@ She has finished her home work. 
答は Shehas not finished hcr home work.で正答率は69φであった。
誤 2LE J 文 誤答数 備 考
She has not finished her なぜ“?uをつけたのだろうか。
home wor k i 
She hasn' t f ini sh her home 
)一一てもなLwork. 
She have not finish her home 
work. 
She has finished not her 1 no'tの位置がわかっていない。
home work. 
Has she not finished her 語順ちがい。
h Offi e w 0 r k . 
She doesn' t has f inishhed ¥ 
her home work. 
She doesn't have fjnished 色 She does not have a book. 
h er home work. 〉等のいい方の影響か。
Sh巴 djdn't has finished 6 
her home work 
She d idn' t hav己 finished 
her home work ， 
N 0， she didn't finish 
her home work. 
H a s s h e f i n i s h e d h e r h urne 2 
work. 
i s h巴 have finished her home 
work. 
She has finished her home 
work. 
1 t w i s h s t a ub s t omo r r ow. でたらめと思われる。
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この凶つの問題をとおして.考えてみると次のことがはっきりしてきた。
o 四つ全部できたものわずか 16 %。しかもこのうち謝査問題もできているものは 14%であった。
とれらのものは，否定構文を確実につかんでいるといってもよいであろう。
o 三つできたもの る1φをさらにこまかく 分析してみると， i S n 0 t， w i 1 I n 0 t， h a s 
notの三つができたもの 38%， is nuL， will Ilot， uid notのできたもの 7%
i s n 0 t， h a s n 0 t， d i d n 0 tのできたもの 4<?b，will not， has not， did 
notのできているものが2婚であった。これから判断すると did not機文が生徒にとって
かなりむずかしいことがわかる。
。ニつできたものの数は 15 '!bで. i s n 0 t， h a s n 0 t しかできていないもの8札 1日
n 0 t. w i 1 J n 0 t しかできていないもの 4%，wilJ oot， has oot しかできていない
もの 1%， i s 00 t， d i d n 0 t しかできていないもの 2%という結果がでた。
o 一つしかできなかったものは 2希であるが，ともに is n 0 t しかできていない。
こうしてみると，各正答率からも判断できるのであるが. did oot構文をつかんでいるものは
他の否定機文もだいたい確実につかんでいる。また練習量が多い i s n 0 tができがよいことは当
然予測できることであるが，じゅうぶんな d r i 1 1の必要性を改めて痛感させられる。この did
not構文も，も し d 0 n 0 t構文であったらもっと正答者がふえていたかもしれない。それに
しても substitutiυn危どを利用して doをつかう否定構文の作り方をもっ と徹底的に練 i
習することが望まれる。それから現在完了形に doをつかっ たものがかなり見られたが，これも
have 勤認否定形をつく るときは特にアメリカ英語ではdoをつかうが，その影響であろうか。じ
ゅう〆ぷんに注意を要するものである。
(2) 受身構文の場合
調査問題では Tommade this chair. を受身文にかえるのであるが， Th i s c h a i r 
wa s madc by Tom. がA答で， 1正答本は 70%であった。実際書かせた分析的問題の結果は
次のようになっている。
① Jim wrotc the 1巴tt e r. 
答は The J et e r wa s w r i tt e 0 b y J i m. であり，正答率は 34%であった。なお，
調査問題の正答率は70 %であった。
誤 答文 |竿| 備 考
The 1 e t t e r wa s w r i t en b y J i， m. I 、
The letter was witten by ]im. 
The lettcr was wroted by ]im. 2 長E身構文はわかっていると思われる。
The )etter was wrotc by ]jm. 6 w r i t eの活用をよく理解していない
The let ter was wrot ten by J im. 5 ための誤りか。
The letter was wrotjng by jim. 
The letter was wrote buy jjm. 
Th~ J e t er is written by ]im. 2 |時制の繰り。
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誤答文
1、he letter is writen by Jim. 
The letter is wrotc by Jim. 
Thc letter was Jim wrote. 
Thc letter Jim wrote. 
Wr 0 t e J i m t h e I t t e r •
Jim wrote the letter. 
The letter Jim wrote. 
The letter is 1im wrote. 
Jim will wrotc thc letter. 
Letter wrote th巴 Jim. 
He wrote the letter. 
Wrote the letter ]im. 
Wrote the ]im letter. 
Jim the wrote letter. 
The 1 e t事cr wr i t en by ] im. 
Th巴 lettcr writcen by Jlm. 
1、he letter wroten by ]im. 
The letter wrote by Jim. 
TI1 C letter write by 1im. 
誤答数i 侃l 考
| 、時制の誤りと，w r i t e の活用が十分にい1身につ川、なし叫の誤りと恩われる。
3 
2 
でたらめに近い。受身文は全然わかって
いない。
?? ??
?
?
?
』
?????????? ??????????
、??
???
、 〉
???
?
??
だけ理解しているための誤答であるうか。
調査問題と同じ型の問題であるが，正答率は34φ と，調査問題の正答率70%に比較して，かな
り低い成績となった。 しかし wri t eの活用をよく知らないで誤答したと思われるものが 18%，
さらに時制の点で誤ったもの8%となっており，これらはいずれも受身構文はわかっているのではな
いかと思われ，その数を加えると 60 ~品となる。それにしてもよく伎われる不規則動詞の活用 く ら
いはしっかり覚えておいてほしいものである。
@ People speak English in Arn巴ri c a. 
答は English is spoken In America. であって，正答率わずか6%であった。も
っとも by peoplc. by thel1lを省略しなかったものがそれぞれ 10札 1 %とあり，又 by
people of んηer 1 c a としたものが 1効ありJこれらは正答あるいはそれに近いものと見なし
てよいであろう。それにしても，それらを加えても 18%にしかならず，①に比較して，少し複雑に
なると綬くだけになるよい例であろう。じゅうぶんな ドリルをしてほしいものである。
誤 答; 文 誤答数 備 考
En g 1 i sh i s s p 0 k e n b y p e 0 p 1 e 7 i…1 e. by t… 醐し
in America. てわないが，正答とみなしてよいと思う。
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誤 欠'" 文 誤答数 備 考
Engl ish i s spoken by them in 
Ame r i c:a. 
English i s s p01. e n i n Ame r i c:a 3 少しぎこちないが， 正答に近いもの。
by people. 
English is spoke口 by p巴ople 1 by 以下に問題があるう。
o f Amc r ic:a • 
English were spoken in Americ:a. どうして wer eにしたものカh
I English was spoken in Americ:a 
by people. 
English W i:lS speak by Ameri仁an
people. 
English is speaked in Americ.a. speふの活用をしらないu
English is spoken by Americ:a 
people. by以下に間勉がある。
English is spoken by Americ:a. 
En g 1 i s h i s speaked i n Amer i ca 
by people. 
English is spoken people in 
America. 
EngI ish i s spoakn in Am巴ri c:a 
by people. 
English are spoken in Americ:a 
by people. 
English is speakn in Americ:a 
by peop 1 e. 
English is spoken Americ:a. 1n がおちている。
English is spoken. 
English is spoken by in 
Ame r i c: a pe 0 p 1 e . i、
Jn Americ:a was spoke English 
by people. 
Amer ica was wrote be Jim. 
J n Ame r i c a i s s p a u k n E  g 1 i s h 
by peopl巴 .
1 n Ame r i c:a is spokcn English I 
by people. 
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誤 答; 文 設答数 偽= 考
Jn America is spok English. l' 
1n Ameril"a i s s p 0 r k e n Eng 1 i s h 
by people. 
En ~と lish in J¥merir.a is sporken 守.c 
by people. ， 一・
1n Americ:a is sp巴aken English 3 11:': 
by people. 
' 
Engl i sh in Amerir.a is speak 
peop 1 e. 
In Amerir.a is speak English by 
the people. Jn Americ:aを主語と考えたもの
1n Amerir.a is spork English IJ為。
by people. 
1n Amerir.a i s s p 0k e n En g 1 i sh • 
1n Amerlr.a is spoak EngJish by 
peoplc. 
εnglishis speakと inAmerica by 
pcople. 
1 n j知ηerica was sporken by 
people. 
1n Americ:a is speak English by 
people. 
In Americ.a spokn by people. 
Thy arc spoken English in 
ノ
America. ' 
We a r e s p c a k en En g 1 i s h i n 
America 
En g 1 i s h i n Ame r i c a p e 0 p 1 e 以下は受身t詩文そのものが全然わかって
speak. いない。その意識さえもたないものとい
ヒnglish spcaken by America 1 えようか。
peopl巴.
1 n Arnc r i c a p e 0 p 1 e s p e a k 
εn g 1 i sh . 
Speak pcople 巴Dg1 i sh I n 
Amer ic日 .
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号lf!"'_ζ 2〆十 文
Pcoplc sf1cal<巳n只1i s h i n J¥JllC r i c a . 
SpC a 1< むoglish in pcoυlc by in 
Ame r i c:a . 
En g 1 i s h i n Ame r i c:a p e0 P 1 c s p e a k . 
The English spo){en in Americ:an. 
^m e r i c:a s p e a k En p;1 i s h 0 y p e0 P 1 e . 
1 n i礼mcric:a pC()j)lc sp巴ak English. 
Americ<t is pcoplc th巴邑peak
Engl i sl1. 
People shall speak English in 
Ame r i c a. 
Speak English in Amcric:a pcople. 
Pcople speaks English in Nneric:a. 
i¥l11 C r i c: a p c 0 p 1 c s p ea k En g J j s h . 
渋谷数「 仙
こうして誤答をあげてみると， 正容を含めて約50 %くらいのものが，受身t詩文とは，
~~〆
C--J 
「主語(あ
るいは主語らしきもの)+ b e動詞+過去分詞(あるいは過去分詞らしきもの)+by-Jと哩IlMし
ているようにみえる。ここで「ヤ認ら しきもの」とか「過去分間らしきものJといったのは. 1 n 
America が主搭のつもりで文頭に出されたものがかなりみられ，また speakの活用というか
過去分詞形が多磁多様だからであるが. 1 n i¥lller i caを文頭に舎くのは，能助悠の文を受身父
にかえるとき，とにかく能動態の文のいちばんあとにあるものを栄身分の主語にして，あとは効おlを
b e+p.p. の形にして， 機動態ω文の主語をbyのうしろにもって〈れば上いと，あまりにも段
械的にうのみにして練習しているからではないだろうか。も しそうだとすればpa t 日rn prac 
-ti c巴 の燦に文の位造理解にもう少し注意を払う必要があるう。 r英語専攻の大学生に.Jうる英
文を訳させたところ.代名詞はそれぞれ『彼らはJとかf彼にjとか『それは』とやって，日本文を
見ると満点に近い答案を書いてくれたが，向じ問題説問として文中の it は何なさすか指摘せよとい
う問題では，全然できていなかったが，この'学生は英語がわかっているとしたらいいものか。それに
しても高校ではよくことまで教育したものだ」と大ザの先生に皮肉られたのが思い出される。もちろ
んこの学生はわかっているとはいえないわけである。大学受験生を見ていてもそうであるが，受験と
いう重圧のためか，自分の知っているあらゆる文怯知識を使って史文を日本語に。沢すが，きて，こ
の文は何をいっているのかときくと，訳しておきながらわかりませんと答える生徒が芯外に多い。こ
れらはほんとうに英語的造がわかっているとはいえないのである。英語教育にあたって大いに注忠せ
ねばならないことである。
③ TOIll has broken thc winrI(lw. 
答;は Th e ¥V i n d0 w h a s b e e n br (0 1， I! 1 b Y T 0 II .であって.iE芥待tはわずか4%で
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おった。 h~ !; bc brokむ1， i s h ild b r 0 k e 1， i s h;1 S b r 0 k e n， i s b r 0k e n 
W;1 f; b r 0 ke n あるいはそれに;aい以外がみられたが，持)J斐く だけに終わっている。
「一-tJ: -7一一文 爪説 的 一一一一一-E一一
I I l， 
i Thc window h a ~ hc brokcn by I 3 ti bccl1 までいっていない。 be でとまっ
1'0111.1 Iトてしまった。次のc.anの場合などと混同。
1、he window hnd bc brokcn by 1 1 1 したのだろうか。 1
'rom.1 l | 
Thc window i沿 had brokc by 
1‘om， 
川 c w i n d ow i s Il" u b rυkじ1 I:>y I 1 
刊 n.1
Thc windulV Wil日 h:lct brokcn hy 
Tom. 
γhe bro!cen wilc]()w is had by 
TOIl. 
すhc window hilS broken be Tom. 
Thc window is h吊s broken by 
1、om.
1、he w i n d.()w W~I 詰 hns bro!cen he 
1、011.
T h e W i 1d ow ¥v凡s hr()kc:n has by I 2 
1'011. 
The window waE hrokc has by 
t h巴1'om.
Thc window wns Tom has 
broken. 
1'1巴 wi n d 0w wa s b r 0k c n b y Tom I 4 
h a s . 
5 
???
?
、
??
?
??
?
?
?
?
??
???
?
?
?
?
?
???????? 。?、?
???
?
?
h a s • 
T:le window is b.roken by Tom I 2 IJ
The window was brokcn by TOI11十
Thc window is broken by 1'0111. 
l-Jc wind0w W<l昌 lJroken by TUII. 
T h c w i n d ow h a d u r 0 k e n h y '1‘0η. 
1、he winrlow has I>roken by '1'ol1. 
1 1、hc window h:13 brokcn bc Tりnl.
L_ 
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8 n 完了形の剣形にならず，ふつうの川又(61山の仰とb ている。 ! 
6 11 完問身j仰れず，完了j彰だけにと4
12 1 { まってしまった。 !
" 
仁 ヨロû:，~ 答 文
To01 was broken by the window. 
The window Tom has broken. 
The window wi 1 broken by Tom. 
The window had broken by Tom. 
γhc window his broken buy 1'mn. 
Window was brok by Tom. 
Window has brokcn th巴 To01.
1'om wi 11 h<ls brokcIl the window. 
1'om broken has the window. 
Tom h<ls brokcn thc windowy. 
1'om has broked the window. 
He h<ls broken lhe window. 
決答数 備 考
以下は受身構文が全然わかっていない。
5 
助動詞+be+p.p. の形と have十been十p.p. の形はしっかりと区別されねばならないc
この完了形の受身はできがよくないことは予想していたが，もう少しよくてもよかったのではないか。
@ You can read this book. 
正答はThis book can be read by you.で正答率は 11 %であった。 is c a n 
r ead， was can r eadなどの誤答がみられる。
U言2lhqz 答 文 誤答数 Wi 考
This book c:an be read. 正解とみなしてよいであろう。
This book is c:an re<ld by you. 3 
This book Was can read by you. 2 
This book be can read by you. 以下はわかっていないが，
Thi s book wer巴 could read by be動詞をつかって，(01とか受身形を |
yOlr. つくろうと苦心しているようすがうか l
This book is could rcad by you. 
Tbis book can be is read by それにしてもc:an， be. readの
you. 結びつきは全然わかっていない。 I
This book can was read by your. 
This book can read by you. 8 以下は全然わかっていなし、。
This book can read by your. 3 
This book you can read. 4 
This book could rcad by you. 
This book can read be y… l 
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一一円
日ヨ"ζ ! 守宅 文 倫 考
1 '1、hi臼 b()ok 仁川 rcaden by yOll・
T h :i s b [)() k C.;l n r e :lcl b y m e . 1 
TlJis uouk is ablc to read by 2 
you. 
Tlli5 book j5 abell to read by 
yo u. 
Tllis book i5 abul t 0 f色日d by 
yOl. 
γI! i s bり 01< re日d C:i11 by th巴 y0 u. 
1'1 j:さ book will C;lIl rC;J(] by yOll. 
T h i s bけok j 5 t'巴;ld by c;ln yOl. 
IThiS hook was rcad by yOll 仁 川 .
Thi s book wcrc rcad by your c.an. 
γhjs book wcrc rcad by yOll. 
1、hi日 book w乃5 read by yOLl. 
This book is rcad by you c日n. 3 
lTi b k d byy 5 
This bo りIt i 5 rじ :1d y 0 ¥l . 
1、his b日付k wa s ， 
l1e tじad this book. 
You c3n rC:ld this book. 
Y 0 LI C a 1 r c a d t h y b U (1[¥ . 
You will can rcad this book. 
You Wa5 CiJl1 rcacl lbi s book. 
YOl can this book is rcad by 
yn u. 
YULI can uook reιd this book. 
C ~" fcad this bookY 
j!_LIつのI1n:起iと調査II¥J姐との関係を考えてみると次のよう々ととがみられる。
o ;/1，1査i日jJ越ができたもの 70 %ωうら，分析的問題が三つできたものわずかに6'{b，二つのもの
1 0 %， 一つのもの 17 ~る ， 一つもできなかったもの 3 7 9誌であった。
o "I.'，j:合IgJI也ができなかったもので一つでも分析問題ができたものわずかに2%，あとは一つもで
きていない。
n Th巴 Ictter was writtcn by Jim. だけできたもの 19%。しかも これが一つ
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できたものの全員である。いいかえるとこれがで会ていないものは，他のものも全然できていた
いのである。
。二つできたものωうちで.'1、he 1巴ttcr was wri ltcn lJy Jim. と This
book cnn b巴 rcad. のできたもの5%。
。二つできたも心のうちで.Thc !etter was wri tten by Jlm. と English
is spokcn in America. のできたもの 3%。
。二つできたもののうちで.En g 1 i s h i s s P0 k e n i n Ame r i c a . と This
book can be read by you.のできたもの 1%。
o 三つできたもののうちで The letter was written by Jim. と The
window has been brok巴n by Tom.および This book can be read 
の できたもの 4係。 Thc letter was written by ]im. と Eng1 i s h i s 
spoken il1 America. と This book can be read by you.のできたも
の20 婚で，イ出の組合わせはOであった。
。四つ全部できたものはいなし、。
とうしてみると受身構文は意外な程わかっていない。 substitutionなり. trans.fO'r-
mationの原理を利用しても っと徹底させなければならなb、。
(31 疑問文の場合
調査問題の場合は J found it undcr my ctesk. を答えとするような疑問火を選ぶもω
で.Wh c r c d i d y 0 u f i n d t h e b a 1 1 ?が正答で.3 4 'ibであった。他に Did you 
find the ball ullder your desk，?カ，41 %. Did you not find th巴
uall under your desklの誤答が12婦となった。これらの誤答は uncler your 
deskの所にひかれて，同じものを選んだもの，いいかえれば文がつかめていないで，適当に答えた
と思われる。それにしてもこれらの質問に対する答えの場合は必ず Yesか Noがつくことをもっ
とよく 理解してよいはずである。もう少し指導にくふうをこら して， 徹底をさせなければならない。
分析的問題を検討すると，調査官j題が疑問詞を使う特妹疑問文であったが，分析的問題では，はたし
て一般疑問文の場合，どの程度まで理解されているかを知るために普通疑問文をつくらせてみた。長い
修飾語句の場合もどの程度理院されているかなどを見るために少しむずかしいものもいれてみたわけで
ある。
① He is kind. 
正答は ]s he kind '7である。正答率は61 9品と意外に少なかった。こういう形は中学 1
年のとき. Be i s a teacher. Is he tear.her ?などの練習をとおして，徹底され
ているものと思ったが，災外であった。
誤 符; 文
is he kind '{ 
13 he a kind 7 
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考一寸備誤答数 l文答? ?、? ? ?
kind 1 s 
b e動詞も一般動詞と同じに考えて
いるものと思われる。
?
?
，?
kind yo u Ar e 
kind 1 S he Do es 
kind 1 S h巴Das 
ι kind he J)oes 
k i nd 1 y. 、lYas he Di d 
k i nd . an 1 S He 
? too kind 1 S He 
kind. the al1 1 S 上Ie
? kind 1 S Who 
質問の蛍味を取りちがえたものか。kind Who 
J 
hc 15 Wh日t
day. every schoo1 t 0 goes He ② 
で正答率は 46 gるである。誤答;に
をはずすこ
hc ])0 e s iE答;は day 巴veryschoo1 to go 
-es のgoes ?が多く 見えるが，he ?や Goesgo巴 She υ。巴 S
とを即日していなかったり，或いは忘れたりしたものであろう。また.Goes he - i'は be草iJ
C:<ln等の助動詞の場合と同じに考えたものであるうか。もっともっと徹底させる必要があ詞，又
。
:ぢζ答
?
every 旦choo1to go h巴does 
のつづりが誤っている。does every scho υl t 0 go hc 。osc
をつけたままとなってj只oe s ，こ -es9 every 5c1001 to goes he Does 
いる。dayi' 
Dosc every 
cl a y '7
school to gocs he 
d 3'y i 
cvcry school to goes he D日 5
問題の:意味を取りちがえたものか。2 d a y i cvery sc:hoo1 t 0 go hc υi d 
b自動詞と ca 1 ;;詳の場合と同じと考えた酌
ものか。
5 
dayi 
day? 
ev er y 
every 
s c ho 0 I 
5choo1 
to 
10 
?、，
hc 
り(lCS
G()CS 
sc:hoo1 ? 
school i'
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d;J Y • 
to 
じvcry
uaY1 
けay
sc:h"り l
t 0 
cvery 
cvcry 
we n t 
chυ01 
tり
~()es 
???
〉??
Was 
Was 
1 e 
1]<.: 
Jtl~ 
IJ.，.-~ 
4p; 文 備 ;有誤答数
He i s 只o to the school evcry day. 
He gocs to schυ01 every day. 
Wll e r c d 0 c s h c g 0 t 0 e v er y d a y 'l
Wh e r e d 0 e s h e g 0 e v"e r y d a y '!
Wh且 t does she do every day? 
When docs he go to s c~ool? 
Wh e n i s h e g 0 t 0 s ch 0 01 '? 
Where is he 定。 every，?
Wherc he goes evcry day，? 
??? ??、?
?
?、 ， ，?????????
??
? ?
のか。
」ー
@おhc c:an play thc piano. 
正答はCan she play the pianoTで正答〉糾:tS4%であった。c:anの場合も bc 
ciI.J調の場合と同じくもっと正答数が多いことを期待 していたのであるが期待はずれであった。--4o
の時のドリノレ徹底がじゅうぶんでなかったものか。
設 答 文一一一一位竺I {Ji/i一一一王ごi
Is thc able to play thc piano? I 1 Iとれは正答とみなしてよいものであi
Does she caTl play the piano'( 
Dose she cao play the pianoT 
Das she can play the pi日no，?
Is the c:an play the piano! 
She can play 0 the piano. 
The piano she c:an play to07 
Who c日n p 1司y tenni詰T
Wh a t c: a n s h e p 1 n y 'l 
i ¥<¥'1a t 仁川I she r1o"( 
Who c日n s h e ? 
What play she canT 
るが ('anをつかっていなかったの
でここにいれたもの。
? ???。????
?
????、???
，
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
、?
?
?
| 問地の巴ーが…も
| の仇 | 
o Thc house which stallds over thcre is his. 
正答は Js the house which stands uvcr therc hisTで止各;糾ょ 13 0/; 
であった。修飾七時治がJlli;/~できているかどうかを比るために lB した II\Jl;.'JC あ る υ 関係1 \; i'，，，，，WI文は
口本山にないためか，生徒にはわかりにくいものとなっている。それにしてもわFか 13坊は心細
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い。関係代名前による修飾構遊がわかれば，機械的に操作のできる問題である。それができていな
いということは関係代名詞燐文の理解がじoうぶんでないといえよう。指導法にくふうをこらして
徹底をはかつてほしいものである。 ? ?
?
?
?
?? ???????????? ???
誤 答 3仁
the hOlSe whiじh stanrls 
h(JllSC wir.h stands over 
t h e r巴 is h i s '?
fs the hOllSe stands overe is 
h i s? 
I s t h i s th c h 0 U s e wh i c h s t月nds
over there1 
Js he the hOllse whir.h stands 2 
over there'( 
1 s there hi s the house whi r.h 
旨tands over? 
Js there the hOllse whir.h stands 
ovcr his'( 
Does thc house whir.h stands 
over ther巴 is h i s '?
Does the house whir.h stand 
over there is his1 
Does house which stands over 
there is his1 
Do t h巴 ho…whiC.h stands over I 2 
i s h i s? 。 the house whic.h stand over 
t h e r e i s h i s1 
IThe house which does stand 
over there is his? 
The house which stand over 
there i s h i s 1 
The house which stand over 
there i s h i s? 
The hOlJse which stand over 
tllere is his 
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考
2 修飾構造はわかっているのではないか。
構文をかえてしまっている。
¥ 
lover thereではなくて there
i sと理解してし、たものと恩われる。
1 I J 
4 I i 
1 Do を用いているもの。疑問文は全部
2 11 do を用いればよいと考えているので
f あろうか。
自ロ
町毛 公;~ 文 考誤答:数 {前
There is house which stands 
the over. 
Which the house stands over 
the"re is hisy 
、司Ihi c h t h e h 0 u S e s ta n d 0 v e r 
there is his'( 
Which the house stand QV巴re
there is hi 8? 
Which house the stands over 
there is hin? 
Whoes the house which stands 
overe there is his.y 
Whoes the house that stand 
over there7 
、I~oes house which stand over 
there? 
Who the house which stands 
over therey 
a、IVhat hりusewhich stands ov巴E
there is his? 
Where is his house'( 
Wherc does stand the housc? 
I J s t h巴
7 
Wh i c:hを関係代名詞でなくて，疑
問代名詞と考えているものと恩われ
る。
?? ????
?
?????????
?
???
〉
j 
四つの問題をとおしてみると次のようなことがいえる。
。四つできたもの8φ
o 三つできたもの 23~のうち. Is he kind?と Does he go to school 
every day?と Can she pl ay the pi an01のできたもの 17%0 Is he 
kintl?と Ca口 h巴 pl.ay the piano?と Is the house which stantls 
over there his?のできたもの4%0 Is he kind?と Does he go to 
8choo1 every day?と Js the housc whlch stands over there 
h i s ?のできたもの 2%0その他の組合わせはG。
。一つできたもの 31 ~のうち. Is he kind?と Can h巴 play the pi3no'( 
のできたもの 14 ~o rs he kind?と Does he go to school everyday? 
のできたもの9% 0 C a n h e p 1a y t h e i>i a n 0 '(と Does he go to school 
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every day?のできたもの 8%0他の組合わせはC。
o 一つできたもの 12 %のろも，Js he kindyだけできたもの 8%0 Does he go 
to school every day?または Can hc play thc piano?だけできたも
のそれぞれ2%であった。
疑問文の作り方については ls hekind?や Can he play the pianoTや Does
he go to schoQl evcry day?については，一年から三年までの聞にじ申うぶんドリルを
つんで，少なくとも 70%から80仇多ければ90%くらいの正答率を得られるものと思っていたが
完全に期待を裏切られた形ーとなった。このことは否定構文にもいえることである。
もっともっとドリノレが必要てeある。
英語の場合には.新しい構造言語学等の影響が流れはじめているが，やはりド1})レが一番たいせつで
はないだろうか。もちろん中学生ともなれば，単なる口まねだけでなく，理解の上に交ったドリノレが必
要である。そのためにも J-C分析や transformation theory ほ役に立つであろう。たと
えば従来われわれが，a very big stone houseの ve r yは bigにかかるとかいって
ば〈然と説明してきたものを， J-C分析で図解してみせれば.生徒の理解も早いであろう。また「ほ
とんどすべての文は少数の kernel sentenc:eに transformation という一連の操作を
加えて作られる。」 とする transformational grammar も文の理解を助け，また文をつく
る事をも大いに助けてくれる。たとえば "Did th巴 old man kic:k the old dogじの
場合， HThe man was old..と "The man ki cked the dog..と N The dog 
was old. N という三つの kernel sentences をもとにして，まず n om i n a 1i z a-
tionとc:onjoining という操作を加えて， "The man was υ1 d. H と 11 The 
dog was old. N をそれぞれ N the old man v Jf the old dog 11 とし，
H The old man ki仁ked the old dog. Jf なる文をつくり，次いで， question 
transformat ion という操作を加えて， H D i d t he 0 1 d ma n k i c k t h e 0 1 d 
d og? • の文をつくるということになる。この過程はいつも kernel sentcnc:eにもどって
順序をおって文を拡充していくのであるから，たえず復習を含むことになり，理解力と文をつくる力を
増すのに大いに役に立つ。その他締造言語学がわれわれにもたらしてくれた func:tion words 
の働きについての明解な理解，また音声面ではminimal pairs tec:hniqueが非常に役に立
つ。その他 contrast の考え方等も大いに有用である。これらの言語学界がわれわれに与えてくれ
たものを大いに利用していくべきであろう。そして話はもとにもどるがドリルを通して生徒が総意識に
responseできるまで，徹底をはかることが大切である。
(執線者県立tr潟東工業高校教諭渡辺昌夫)
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あ と が き
ことにまとめたものは，全国学力調査の結泉を学習指導の改善に具体的に役だてることを目的と して
いるが，当研究所で主力を注いでいる「学力と学習指導に{刻する第1次5か年計画の研究に続く管2次
3か年計岡の研究」に凶速して研究を進めたものであり， その分析の方法・や結果の集計法等については，
まだまだ考践しなければならない未熟な点がある。そのため，ここに示されたものは，事例的な研究に
終わったととは否めないが，何らかのかたちで，今後の学習指導に役だっととろがあれば幸いである。
この研究の全体の構先立については金所員でいくたびか研究協議して企画した。各教科の執筆責任者は
次のとおりである。
序説一新只糟宏，国語一大竹大三，社会一「旬場殺，算数・数学一片桐安治，理科一野沢弘 ・渡部字威
智 (以上新潟県立教育研知子T員).英語ー渡辺昌夫 (新潟県立新潟東工業高校教諭)
